
古城小
中和小

萬歳小

滝郷小

干潟小

共和小
琴田小

嚶鳴小
鶴巻小

飯岡小
三川小

中央小

矢指小

富浦小

豊畑小
二中

一中

海上中

干潟中

飯岡中

は
先
延
ば
し
に
し
て
は
い
け
な
い
問
題
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
30
年
３
月
に

「
旭
市
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
か
ら
、

学
校
の
適
正
配
置
や
適
正
規
模
に
つ
い
て
の
提

言
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
文※

部
科
学

省
が
示
す
適
正
配
置
と
適
正
規
模
に
基
づ
い
て

決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
提
言
書
の
内
容
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
今
年
度
か
ら
「
旭
市
学
校

再
編
計
画
策
定
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
学
校

の
再
編
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
や
中
学
校
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
学
び
、
成
長
す
る
と
て
も
重
要
な
施
設

で
す
。
現
在
抱
え
る
問
題
点
や
現
状
を
知
り
、

皆
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
の
学
校
の
姿
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

現在の学校の配置と児童生徒数

（図）現在の学校の配置

（表１）児童生徒数の推移（学校別）
（単位：人） （単位：人）小学校

№ 小学校名 2019年
（令和元年５月）

2040年
（令和22年） 減少数

1 中央小 700 554 ▲ 146
2 琴田小 157 126 ▲ 31
3 干潟小 265 136 ▲ 129
4 富浦小 180 111 ▲ 69
5 矢指小 143 110 ▲ 33
6 共和小 250 176 ▲ 74
7 豊畑小 189 115 ▲ 74
8 鶴巻小 112 92 ▲ 20
9 滝郷小 92 59 ▲ 33
10 嚶鳴小 357 211 ▲ 146
11 三川小 186 136 ▲ 50
12 飯岡小 208 107 ▲ 101
13 中和小 120 44 ▲ 76
14 萬歳小 76 46 ▲ 30
15 古城小 121 73 ▲ 48

合計 3,156 2,096 ▲ 1,060

中学校

№ 中学校名 2019年
（令和元年５月）

2040年
（令和22年） 減少数

1 一中 201 116 ▲ 85
2 二中 810 585 ▲ 225
3 海上中 263 189 ▲ 74
4 飯岡中 222 128 ▲ 94
5 干潟中 132 85 ▲ 47

合計 1,628 1,103 ▲ 525

※�

文
部
科
学
省
が
示
す
適
正
配
置
と
適
正
規
模

●�

適
正
配
置（
児
童
生
徒
の
通
学
条
件
や
手
段
を
考

慮
し
た
学
校
の
場
所
の
目
安
） 

　

�

小
学
校
で
は
お
お
む
ね
４
㎞
以
内
、
中
学
校
で
は

６
㎞
以
内
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。
通
学
手
段
は

徒
歩
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
お

お
む
ね
１
時
間
以
内
が
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●�

適
正
規
模（
一
つ
の
学
校
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

運
営
が
で
き
る
ク
ラ
ス
数
の
目
安
）

　

�

小
中
学
校
と
も
に
一
つ
の
学
校
に
12
〜
18
学
級
が

標
準
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
児
童
生
徒
の
グ

ル
ー
プ
活
動
な
ど
の
社
会
性
と
、
ク
ラ
ス
替
え
が

可
能
な
ど
の
運
営
面
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た

も
の
で
す
。

（表２）市内の人口、児童生徒の推移
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※�2030年、2040年の数値は、国立社会保障・人口問題研究所
の推計を基に算出した推計値です。
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未来のこどもたちのために

これからの学校のおはなし
十
一

あ
さ
ピ
ー

人
口
減
少
と
今
後
の
学
校

　
全
国
で
少
子
化
が
進
む
中
、
市
の
人
口
も
現

在
の
約
６
万
９
千
人
か
ら
、
20
年
後
に
は
約

22
％
減
少
し
約
５
万
人
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
児
童
生
徒
数
も

減
少
し
て
い
く
た
め
、
現
在
の
学
校
数
を
今
の

ま
ま
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
、
難
し
く
な
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
る
学
校
の
小
規
模

化
は
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
目
が
行
き
届
く

な
ど
の
良
い
面
が
あ
る
一
方
、
ク
ラ
ス
替
え
が

で
き
ず
に
人
間
関
係
が
固
定
化
し
、
多
様
な
考

え
方
を
学
ぶ
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
部
活

動
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
集
団
活
動
や
学
校
行
事

な
ど
に
、
支
障
を
き
た
し
た
り
す
る
な
ど
の
影

響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、
子
ど
も
た
ち
の
良
好
な
教
育
環
境
や
、

学
校
施
設
の
健
全
な
維
持
管
理
を
継
続
す
る
た

め
に
は
、
学
校
の
再
編
を
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

児
童
生
徒
数
と
学
校
の
現
状

〈
児
童
生
徒
数
の
推
移
〉

　
10
年
前
に
約
５
、
７
０
０
人
だ
っ
た
児
童
生

徒
数
は
、
現
在
約
４
、
８
０
０
人
に
減
少
し
、

さ
ら
に
20
年
後
に
は
約
３
、
２
０
０
人
と
な
る

見
込
み
で
す
。（
表
１
・
表
２
）

　
市
内
で
も
Ｊ
Ｒ
の
沿
線
に
人
口
が
集
中
し
て

い
く
傾
向
に
あ
り
、
学
校
の
児
童
生
徒
数
も
偏

り
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

今
、
日
本
は
急
速
に

少
子
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

〈
学
校
の
現
状
〉

　
市
内
に
は
小
学
校
15
校
、
中
学
校
５
校
が
あ

り
ま
す
が
、
平
成
17
年
の
合
併
前
か
ら
の
学
校

を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
状
況
で
す
。

　
校
舎
は
古
い
も
の
で
昭
和
37
年
建
築
、
新
し

い
も
の
で
平
成
28
年
建
築
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
て
耐
震
工
事
を
完
了
し
て
い
ま
す
が
、
古
い

校
舎
が
多
い
た
め
、
経
年
劣
化
に
よ
っ
て
雨
漏

り
が
発
生
す
る
な
ど
、
20
校
の
維
持
に
年
間
約

３
億
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
全
て
の
学
校
を
建

て
替
え
る
こ
と
は
現
実
的
に
難
し
い
状
況
で
す
。

〈
学
校
の
配
置
〉

　
配
置
の
面
で
は
、
小
学
校
は
全
体
的
に
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
が
、
中
学
校

を
見
る
と
一
中
と
二
中
が
極
端
に
近
い
位
置
に

あ
り
、
他
の
学
校
と
比
べ
る
と
バ
ラ
ン
ス
を
欠

い
て
い
ま
す
。（
図
）

再
編
に
向
け
て
の
計
画
づ
く
り

　
20
年
後
の
児
童
生
徒
数
の
推
計
を
踏
ま
え
る

と
、
将
来
的
に
複
数
の
学
年
が
同
一
教
室
で
学

ぶ
複
式
学
級
を
、
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
学
校

が
出
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
市
の

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
は
、
市
民
の
貴

重
な
財
産
の
一
つ
で
あ
る
公
共
施
設
な
ど
を
、

次
世
代
に
し
っ
か
り
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
今
後

の
公
共
施
設
の
床
面
積
を
約
20
％
縮
減
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
学
習
環
境
の
不
均
衡
を
解
消
し
、
健
全
な
施

設
の
提
供
や
、
学
校
を
支
え
る
地
域
基
盤
を
継

続
的
に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
学
校
の
再
編

人
口
が
減
っ
て
い
く
と
、
子
ど
も

の
数
も
少
な
く
な
り
、
学
校
の
活

気
も
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
笑
顔
と
活

気
あ
ふ
れ
る
学
校
が
、
こ
れ
か
ら

も
続
い
て
い
く
よ
う
に
、
学
校
の

数
や
配
置
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
市
内
の

学
校
の
現
状
と
、

再
編
に
向
け
た

取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。
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